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(57)【要約】
本発明は、特に携帯機器のような比較的小さな画面をも
つタッチ感応性デバイスのための、改善されたインター
フェースに関する。タッチスクリーン・デバイスであっ
て、当該デバイスのタッチスクリーン上に補助仮想キー
ボードを実装するよう構成されており、当該デバイスは
、タッチおよびジェスチャー検知および画像表示機能を
提供するよう構成されたオペレーティング・システムを
有し、当該デバイスは：タッチ感応性ディスプレイ・ス
クリーンおよび不揮発性メモリに結合されたプロセッサ
であって、前記不揮発性メモリは、プロセッサ制御コー
ドならびに一組の補助キーを有する前記補助仮想キーボ
ードを定義するデータおよび該補助キーの補助キー・レ
イアウト・マップを記憶している、プロセッサを有する
。前記プロセッサ制御コードは、前記プロセッサ上で実
行されるときに、前記プロセッサが：前記オペレーティ
ング・システムから、前記補助仮想キーボードが前記タ
ッチスクリーン上に表示されるべきであるという信号を
受信する段階と；前記補助仮想キーボードが補助キーの
ストリップとして表示される補助キーボード・ウィンド
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーン・デバイスであって、当該デバイスのタッチスクリーン上に補助仮想
キーボードを実装するよう構成されており、当該デバイスは、タッチおよびジェスチャー
検知および画像表示機能を提供するよう構成されたオペレーティング・システムを有し、
当該デバイスは：
　タッチ感応性ディスプレイ・スクリーンおよび不揮発性メモリに結合されたプロセッサ
であって、前記不揮発性メモリは、プロセッサ制御コードならびに一組の補助キーを有す
る前記補助仮想キーボードを定義するデータおよび該補助キーの補助キー・レイアウト・
マップを記憶している、プロセッサを有し、
　前記プロセッサ制御コードは、前記プロセッサ上で実行されるときに、前記プロセッサ
が：
　前記オペレーティング・システムから、前記補助仮想キーボードが前記タッチスクリー
ン上に表示されるべきであるという信号を受信する段階と；
　前記補助仮想キーボードが補助キーのストリップとして表示される補助キーボード・ウ
ィンドウの大きさを決定する段階と；
　前記オペレーティング・システムに、前記補助キーの部分集合がユーザーに対して表示
されるよう、前記ウィンドウ内に前記補助仮想キーボードの部分的なビューを表示するよ
う指示する段階であって、前記補助仮想キーボードは、前記補助キーの異なる部分集合を
表示するための前記補助仮想キーボードの前記部分的なビューを変更するようユーザー入
力に応答してスクロール可能である、段階と；
　前記オペレーティング・システムからタッチ・データを受領する段階と；
　前記タッチ・データを、前記補助キー・レイアウト・マップを使って前記補助キーボー
ドのキーにマッピングして、タッチされた補助キーを識別する段階と；
　前記識別されたタッチされた補助キーに依存して前記オペレーティング・システムに応
答を与える段階とを実行するよう構成されるようなものである、
デバイス。
【請求項２】
　前記オペレーティング・システムに与えられる前記応答は、識別された各タッチされた
補助キーに対応する関連付けられたキー・コードおよび少なくとも一つのキー・イベント
を生成することを含む、請求項１記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項３】
　前記キー・イベントがキー押下イベント、キー反復イベントまたはキー浮上イベントの
うちの一つまたは複数である、請求項２記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項４】
　前記応答を与える前記コードは、二次的な補助キーボードを共同活性化することによっ
て前記仮想キーボードの外観を修正するよう構成されている、請求項１ないし３のうちい
ずれか一項記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項５】
　前記補助キーボード・ウィンドウが、前記ディスプレイ・スクリーンのエッジに沿った
ストリップ・ウィンドウであり、前記補助仮想キーボードが前記ストリップ・ウィンドウ
内で長手方向にスライド可能である、請求項１ないし４のうちいずれか一項記載のタッチ
スクリーン・デバイス。
【請求項６】
　前記プロセッサ制御コードが、前記補助キーボード内に補助キーのグループを定義する
マーカーを提供し、前記オペレーティング・システムに前記補助キーの前記一つまたは複
数のグループにスナップするよう指示するよう構成されている、請求項５記載のタッチス
クリーン・デバイス。
【請求項７】
　補助キーボード・ウィンドウの大きさを決定する前記コードが、前記補助キーボード・
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ウィンドウの少なくとも一つのエッジにおいてある補助キーの一部分のみが表示されるよ
う構成されている、請求項１ないし６のうちいずれか一項記載のタッチスクリーン・デバ
イス。
【請求項８】
　前記補助キーが、キーの組み合わせの機能を実行するよう構成された少なくとも一つの
キーを含み、組み合わされるキーは、タブ、シフト、コントロール、エスケープ、オルト
、ファンクション・キー、挿入、削除、カーソル／矢印キー、アップル・キーおよびウィ
ンドウズ（登録商標）・キー、英数字キーからなる群から選択される二つ以上のキーを含
む、請求項１ないし７のうちいずれか一項記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項９】
　補助キーの前記線形ストリップが、前記補助キーボード・ウィンドウ内でスクロール可
能な連続的なループをなす、請求項１ないし８のうちいずれか一項記載のタッチスクリー
ン・デバイス。
【請求項１０】
　前記補助キーボードが仮想キーボードと一緒に実装される、請求項１ないし９のうちい
ずれか一項記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項１１】
　前記コードは、前記仮想キーボードの寸法を決定するコードを含み、前記補助キーボー
ド・ビューの大きさを決定する前記コードが、前記仮想キーボードの前記寸法に依存して
前記大きさを調整するコードを含む、請求項１０記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項１２】
　前記仮想キーボードの寸法を決定する前記コードが、当該デバイスの配向を定義するデ
ータを前記オペレーティング・システムから受領するコードを含む、請求項１１記載のタ
ッチスクリーン・デバイス。
【請求項１３】
　前記識別されたタッチされた補助キーは修正子キーであり、前記応答を与える前記コー
ドは、前記識別されたタッチされた修正子キーに応答して前記仮想キーボード上でタッチ
されたキーの値を修正するよう構成されている、請求項１０ないし１２のうちいずれか一
項記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項１４】
　前記応答を修正する前記コードは、前記オペレーティング・システムから前記仮想キー
ボードのタッチされたキーの値を受領するコードと、前記同定されたタッチされた修正さ
れたキーに依存して、前記オペレーティング・システムに前記タッチされたキーの修正さ
れた値を返送するコードとを含む、請求項１３記載のタッチスクリーン・デバイス。
【請求項１５】
　前記オペレーティング・システムに前記補助キーボードの部分的なビューを表示するよ
う指示する前記コードが、前記補助キーボードの出現を、前記ディスプレイ・スクリーン
上で前記仮想キーボードと共同活性化するよう構成されている、請求項１４記載のタッチ
スクリーン・デバイス。
【請求項１６】
　前記補助キーボード・ビューが、前記仮想キーボードの境界に隣接するストリップ・ウ
ィンドウを含む、請求項１０ないし１５のうちいずれか一項記載のタッチスクリーン・デ
バイス。
【請求項１７】
　オペレーティング・システムを有するリモート・デバイスに接続された請求項１ないし
１６のうちいずれか一項記載のタッチスクリーン・デバイスであって、前記プロセッサ制
御コードがさらに、
　前記識別されたタッチされた補助キーに依存して前記リモート・デバイス上の前記オペ
レーティング・システムに応答を与えるよう構成されている、
タッチスクリーン・デバイス。
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【請求項１８】
　請求項１７記載のタッチスクリーン・デバイスであって、前記プロセッサ制御コードが
、
　当該タッチスクリーン・デバイス上で前記リモート・オペレーティング・システムの仮
想的な表現を受領するための機構を提供するリモート・アクセス・プロトコルを実装する
よう構成されている、タッチスクリーン・デバイス。
【請求項１９】
　前記プロセッサ制御コードがさらに、前記リモート・デバイス上での識別された各タッ
チされたキーに対応するキー押圧イベント、キー浮上イベントまたはキー反復イベントと
一緒のキー・コードの形で応答を与えるよう構成されている、請求項１７記載のタッチス
クリーン・デバイス。
【請求項２０】
　タッチ感応性デバイスのディスプレイ・ビュー上の仮想キーボードに一組の補助キーを
提供する方法であって、
　前記仮想キーボードと一緒に前記補助キーを表示するためのウィンドウを提供する段階
と、
　前記ウィンドウ内に前記一組の補助キーの部分集合を、ストリップをなすキーボード・
アクセサリーとして表示する段階であって、前記ウィンドウは前記ストリップの部分的な
ビューを表示する、段階と；
　前記ディスプレイ上のユーザーのタッチに応答して前記ウィンドウ内で前記ストリップ
をスクロールして、前記部分的なビューを変更し、表示される前記キーの前記部分集合を
変更する段階と；
　前記補助キーのタッチされた表示された一つからのユーザー入力を受け取る段階とを含
む、方法。
【請求項２１】
　前記表示する段階が、前記ストリップがスクロールできることの視覚的手がかりを表示
することをさらに含む、請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　前記補助キーが、前記仮想キーボード上のキーと連携して押されるべきキーを含み、当
該方法が、前記検出された補助キー押圧に応答して前記仮想キーボード上のキーのキー押
下を修正することを含む、請求項２０または２１記載の方法。
【請求項２３】
　前記補助キーの前記部分集合の前記表示が、前記ストリップ・ウィンドウのエッジがあ
る補助キーを横切り、前記補助キーの部分的な画像を表示するよう前記補助キーを配列す
ることを含む、請求項２０ないし２２のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項２４】
　前記補助キーの前記表示が、前記補助キーが前記タッチスクリーンに最初に表示される
ときに、前記補助キーの前記ストリップを前記ウィンドウの中までスクロールさせること
を含む、請求項２０ないし２３のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項２５】
　請求項２０ないし２４のうちいずれか一項記載の方法を実装するためのプロセッサ制御
コードを担持するデータ担体。
【請求項２６】
　タッチスクリーン・デバイスのタッチスクリーン上で補助仮想キーボードを実装するた
めの、前記タッチスクリーン・デバイスのためのプロセッサ制御コードを担持するデータ
担体であって、前記デバイスは、タッチおよびジェスチャー検知および画像表示機能を提
供するよう構成されたオペレーティング・システムを有し、前記デバイスは：タッチ感応
性ディスプレイ・スクリーンおよび不揮発性メモリに結合されたプロセッサを含み、前記
不揮発性メモリは、プロセッサ制御コードならびに一組の補助キーの画像を定義するデー
タおよび前記補助キーの補助キー・レイアウト・マップを記憶しており、
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　前記プロセッサ制御コードは：
　前記オペレーティング・システムから、補助仮想キーボードが前記タッチスクリーン上
に表示されるべきであるという信号を受信する段階と；
　前記補助キーボードが補助キーのストリップとして表示されるべきである補助キーボー
ド・ウィンドウの大きさを決定する段階と；
　前記オペレーティング・システムに、前記補助キーの部分集合がユーザーに対して表示
されるよう、前記ウィンドウ内に前記補助仮想キーボードの部分的なビューを表示するよ
う指示する段階であって、前記補助仮想キーボードは、前記補助キーの異なる部分集合を
表示するための前記補助仮想キーボードの前記部分的なビューを変更するためのユーザー
入力に応答してスクロール可能である、段階と；
　前記オペレーティング・システムからタッチ・データを受領する段階と；
　前記タッチ・データを、前記補助キー・レイアウト・マップを使って前記補助キーボー
ドのキーにマッピングしてタッチされた補助キーを識別する段階と；
　前記識別されたタッチされた補助キーに依存して前記オペレーティング・システムに応
答を与える段階とを実行するよう構成されたコードを含む、
データ担体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に携帯機器のような比較的小さな画面をもつタッチ感応性デバイスのため
の、改善されたインターフェースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチ感応性デバイスはますます一般的になりつつある。例としては、アイパッド（登
録商標）、アイフォーン（登録商標）、さまざまなタブレット・デバイス、グーグル（登
録商標）・アンドロイド（登録商標）オペレーティング・システムを走らせる携帯機器、
シンビアン・ベースのデバイス、ノキアの携帯機器および他の多くがある。これらの機器
の一部は、タッチ感応性ディスプレイ上にキーボードが表示されてテキスト入力を容易に
する仮想キーボードを使う。アイフォーン（登録商標）の場合、「ABC」ボタンと「123」
ボタンが設けられており、これらは表示される仮想キーボードをアルファベットを示すも
のと数字および記号を示すものとの間で切り替える効果をもつ。
【０００３】
　ディスプレイ上で、キーボードのわきに追加的なボタンを表示するさまざまな機器があ
る。たとえば、特許文献１（ゴールドスミス）は、ユーザーから入力されたテキストを訂
正するために候補単語のリストがインターフェース上に提示されるタッチ感応性デバイス
を記載している。特許文献２（ケーター）は、メイン・キー領域、数字キー領域および機
能キー領域をもつキー・ゾーンをもつタッチスクリーンを有するタッチ感応性デバイスを
記載している。特許文献３（ソニー）は、複数のアイコンを表示するスマートフォン上の
グラフィカル・ユーザー・インターフェースを記載している。特許文献４（ドナルドソン
）は、アルファベットによってインデックス付けされ、任意的に円形アレイに配列される
タブをもつタブ表示領域を有するグラフィカル・ユーザー・インターフェースを記載して
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第2009/0077464号
【特許文献２】米国特許出願公開第2008/0046496号
【特許文献３】欧州特許出願公開第2068236号
【特許文献４】米国特許第7249325号
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これらの既知のデバイスにもかかわらず、デバイスのそのような仮想キーボード上に拡
張されたまたは修正子キーを表示することには、特にスペースの制限のため、問題がある
。必要とされうるそのようなキーは多数に上る可能性があり、デスクトップ・キーボード
上に見られるファンクション・キー、カーソル・キー（矢印）、「コントロール」「オル
ト」「挿入」「削除」「エスケープ」のような特殊機能をもつキーならびに「アップル」
キーおよび「ウィンドウズ（登録商標）」キーのようなオペレーティング・システム固有
のキーを含む。特に携帯機器のタッチスクリーンの限られた地所において、そのようなキ
ーをユーザーが利用しやすくする改善されたユーザー・インターフェースが必要とされて
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第一の側面によれば、タッチスクリーン・デバイスであって、該デバイスのタ
ッチスクリーン上に補助仮想キーボードを実装するよう構成されており、当該デバイスは
、タッチおよびジェスチャー検知および画像表示機能を提供するよう構成されたオペレー
ティング・システムを有し、当該デバイスは：
　タッチ感応性ディスプレイ・スクリーンおよび不揮発性メモリに結合されたプロセッサ
であって、前記不揮発性メモリは、プロセッサ制御コードおよび一組の補助キーおよび該
補助キーの補助キー・レイアウト・マップを有する前記補助仮想キーボードを定義するデ
ータを記憶している、プロセッサを有し、
　前記プロセッサ制御コードは、前記プロセッサ上で実行されるときに、前記プロセッサ
が：
　前記オペレーティング・システムから、前記補助仮想キーボードが前記タッチスクリー
ン上に表示されるべきであるという信号を受信する段階と；
　前記補助仮想キーボードが補助キーのストリップとして表示される補助キーボード・ウ
ィンドウの大きさを決定する段階と；
　前記オペレーティング・システムに、前記補助キーの部分集合がユーザーに対して表示
されるよう、前記ウィンドウ内に前記補助仮想キーボードの部分的なビューを表示するよ
う指示する段階であって、前記補助仮想キーボードは、前記補助キーの異なる部分集合を
表示するための前記補助仮想キーボードの前記部分的なビューを変更するようユーザー入
力に応答してスクロール可能である、段階と；
　前記オペレーティング・システムからタッチ・データを受領する段階と；
　前記タッチ・データを、前記補助キー・レイアウト・マップを使って前記補助キーボー
ドのキーにマッピングして、タッチされた補助キーを識別する段階と；
　前記識別されたタッチされた補助キーに依存して前記オペレーティング・システムに応
答を与える段階とを実行するよう構成されるようなものである、
デバイスが提供される。
【０００７】
　前記タッチ感応性デバイスはモバイル・デバイス、特に比較的小さな画面をもつもの、
たとえば電話、PDA、アイパッド（登録商標）などであってもよい。あるいはまた、タッ
チ感応性デバイスは表面コンピューティング・デバイス（surface　computing　device）
、すなわちキーボードおよびマウスのような伝統的なGUI要素がタッチ感応性スクリーン
によって置き換えられている特殊なグラフィカル・ユーザー・インターフェースであって
もよい。タッチ感応性デバイスは自動車用途、たとえば経路計画デバイスまたは産業用途
、たとえば産業プロセスについての設定／機能を調整する制御パネルとしての用途のため
であってもよい。
【０００８】
　前記オペレーティング・システムに与えられる前記応答は、伝統的なデスクトップ・パ
ーソナル・コンピュータまたはラップトップに取り付けられうるような物理的なハードウ
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ェア・キーボードの作用に密接に一致していてもよい。よって、本発明において、前記オ
ペレーティング・システムに与えられる前記応答は、タッチ・データに対応するイベント
およびキー・コードを生成する、すなわち識別された各タッチされた補助キーに対応する
関連付けられたキー・コードおよび少なくとも一つのキー・イベントを生成することであ
ってもよい。たとえば、ユーザーが表示された補助キーにタッチする（または押す）とき
、前記応答は、前記キーの単一のタッチがある場合にはキー押下〔キー・ダウン〕イベン
トと、キーのタッチが反復された動作を示す場合にはキー反復〔キー・リピート〕イベン
トと一緒にキー・コードを生成することであってもよい。ユーザーが表示された補助キー
を放すと、前記応答はキー浮上〔キー・アップ〕イベントと一緒にキー・コードを生成す
ることであってもよい。
【０００９】
　そのようなイベントは、前記オペレーティング・システム内で、ハードウェア・デバイ
ス・ドライバによって処理され、その後、入力処理フレームワークを通されることができ
る。入力処理フレームワークは、任意的に、オペレーティング・システムまたは焦点を絞
られるアプリケーションに何らかの動作を実行させたり、キャラクタまたは他の何らかの
イベントを注入したりしてもよい。
【００１０】
　補助キーボード・ウィンドウは、当該デバイスに収まる大きさにされ、補助キーボード
はこのウィンドウ内に表示される。しかしながら、ウィンドウに収まるために補助キーボ
ードの大きさを変更したり構成を変更したりすることは必要ない。ウィンドウ内に見える
キーの部分集合がユーザーによって変更されうるよう、補助仮想キーボードはスクロール
可能だからである。このようにして、補助仮想キーボードは、各デバイスまたは配向によ
って補助キーボードを再構成する必要なしに、種々の配向（たとえばポートレートまたは
ランドスケープ）にある多様なデバイス上で実装されうる。
【００１１】
　いくつかの好ましい実装では、補助キーボード・ビューは、仮想キーボードと並行して
表示される。キーボードのよく知られた特性は、キー上のラベルおよびその意味が静的で
あり、新しいアプリケーションがインストールされたり、文書が開かれたり、単語が編集
されたりする際に変わらない、よく知られたセットから引き出されているということであ
る。対照的に、特許文献１は、各使用のために必然的に変わる候補語を表示することを記
載している。同様に、特許文献２は、デバイス上にインストールされるアプリケーション
の各構成についても変わるアイコンの表示を記載している。このように、本発明の補助キ
ーは、標準的な物理的（ハードウェア）キーボード上に存在する非標準英数字キーの一部
または全部を含むことができる。よって、補助キーは、修正子キー（たとえばシフト、キ
ャップスロック）、機能キー（F1、F2など）および位置キー（たとえば上矢印および下矢
印）の組み合わせを含むことができる。補助キーは、次のうちの一部または全部を含んで
いてもよい：シフト、コントロール（Ctrl）、オルト（Alt）、アップル・キー／ウィン
ドウズ（登録商標）・キー、削除（Del）、エスケープ（Esc）、タブ、挿入（Ins）、カ
ーソル上、カーソル下、カーソル左、カーソル右、ホーム（Home）、エンド（End）、ペ
ージ・アップ、ページ・ダウン、F1ないしF12、スクロール・ロック、キャップスロック
、プリント・スクリーンおよびブレイク。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、補助キーボードは、特にマウス用のポインタのような選択ツ
ールに付随するために、付随する仮想キーボードなしに表示されてもよい。補助キーボー
ドが該キーボードなしに表示される場合、補助キーは標準的な英数字キーをも含んでいて
もよい。いくつかの実施形態では、補助キーの一つまたは複数は、コントロール‐オルト
‐削除（Ctrl-Alt-Delete）のようなキーの組み合わせの機能を実行してもよい。
【００１３】
　補助キーはストリップに配置されてもよく、該ストリップは、連続的な円形の帯の外観
を与えるようつながれていてもよい。諸実施形態において、補助キーボードは、好ましく
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は機能的に関係した補助キーの一つまたは複数の群の境界にスナップするよう構成されて
いてもよいし、あるいはオペレーティング・システムがスナップ機能をサポートできるよ
うにするよう構成されていてもよい。
【００１４】
　前記補助キーボードは、補助キーボードの部分的なビューが変更されるべきであるとい
うユーザーからのジェスチャー・データまたは他のデータ入力に応答してスクロール可能
であってもよい。前記コードはさらに、そのようなジェスチャーまたは他の入力データを
前記オペレーティング・システムから受け取り、前記データに応答して、前記補助キーボ
ードの前記部分的なビューを調整するよう構成されていてもよい。あるいはまた、前記オ
ペレーティング・システムは、前記ジェスチャーまたは他のデータに応答して前記部分的
なビューを調整するよう構成されていてもよい。
【００１５】
　前記補助キーボードは、仮想キーボードと一緒に、または仮想キーボードなしに実装さ
れてもよい。後者の場合、補助キーボードは、マウス・ポインタのような選択ツールと一
緒に実装されてもよい。それにより補助キーは選択ツールを制御するために使うことがで
きる。
【００１６】
　当該デバイスは、リモート・コンピュータまたはシステム（つまり、それ自身、前記タ
ッチ感応性デバイスのオペレーティング・システムとは異なるオペレーティング・システ
ムを走らせているリモート・デバイス）にリンクされていてもよい。当該デバイスは、前
記リモート・コンピュータまたはシステムを制御するよう構成されていてもよい。リモー
ト・システムの制御は、リモート・アクセス・プロトコルによって達成される。リモート
・アクセス・プロトコルは、タッチスクリーン・デバイス上でリモート・オペレーティン
グ・システムの視覚的表現を受領するための機構を提供する。リモート・システムのその
ような視覚的表現は、これに限られないが、リモート・システム上にアクティブに表示さ
れるスクリーンの内容であってもよい。リモート・アクセス・プロトコルの例は、RFB、
つまりRemote　Framebuffer　Protocol〔リモート・フレームバッファ・プロトコル〕（V
NCおよびその変形において実装される）、RDP、つまりRemote　Desktop　Protocol〔リモ
ート・デスクトップ・プロトコル〕その他を含む。
【００１７】
　リモート・アクセス・プロトコルは、任意的に、リモート・システムにイベントを送る
ための機構を提供する。送るイベントは、これに限られないが、諸ポインタ・イベントお
よび諸キーボード・イベントを含みうる。よって、リモート・アクセス・プロトコルは、
キー・コードを、リモート・デバイス上の識別された各タッチされたキーに対応するキー
押下イベント、キー浮上イベントまたはキー反復イベントと一緒に提供しうる。これらの
提供されるキー・イベントは、リモート・システムに取り付けられた物理的ハードウェア
のイベントに密接に対応する。
【００１８】
　このコンテキストにおいて、補助仮想キーボードおよび補助キーは、リモート・システ
ムにとっては重要だがローカル・デバイスには適用可能でないキーがユーザーに対して表
示されうる手段を提供する。よって、補助仮想キーボード上に呈示されるキーは、タッチ
感応性デバイスの制御にとっては余計であると考えられることもある。（リモートまたは
その他の）個別的なアプリケーションのコンテキストでは、そのようなキーは、そのアプ
リケーションに固有の複雑なキー組み合わせ操作を実行するワンタッチの方法を提供して
もよい。たとえば、Ctrl+Alt+Delete（マイクロソフト・ウィンドウズ（登録商標）がイ
ンストールされたPCの場合）、Cmd+C（OX　Xシステム上でコピーする）。
【００１９】
　識別された補助キーは修正子キーであってもよく、その場合、プロセッサ制御コードは
識別されたタッチされた修正子キーに応答して仮想キーボード上でタッチされたキーの値
を修正するよう構成されていてもよい。この修正は、オペレーティング・システムから仮
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想キーボードのタッチ・キーの値を受け取り、識別されたタッチされた修正子キーに依存
してこの値を修正し、タッチされた仮想キーボード・キーの修正された値をオペレーティ
ング・システムに返すことによって達成されてもよい。追加的または代替的に、識別され
たタッチされた修飾子キーは、二次的または従属的な補助キーボードを一緒に共同アニメ
ーション化する（co-animating）ことによって、仮想キーボードの外観を修正してもよい
。そのようなアクセサリーは、前記識別されたタッチされた修飾子キーに主として関連付
けられているキー（標準的なキーボードのキーまたは補助キー）の部分集合を含んでいて
もよい。たとえば、Ctrlがタッチされる場合、二次的な補助キーボードは「C」、「V」お
よび「X」を表示してもよい。キーのこの組み合わせによって包み込まれる、標準的なコ
ピー、ペーストおよび削除機能を簡単にするためである。
【００２０】
　いくつかの好ましい実施形態では、プロセッサ制御コードは、仮想キーボードの寸法を
決定し、これに依存して補助キーボード・ビューの大きさを調整するよう構成される。追
加的または代替的に、補助キーボード・ビューの大きさは、当該デバイスの検出された配
向（オペレーティング・システムから入手できる情報）に依存して修正されてもよい。
【００２１】
　いくつかの好ましい実施形態では、補助キーボード・ビュー内での補助キーボードの表
示は、仮想キーボードの出現とともに共同アニメーション化される。たとえば、諸実施形
態において、補助仮想キーボードは、補助キーボードの一部が見えるウィンドウに「飛び
込む」ようアニメーション化される線形ストリップを含んでいてもよい。これにより、ユ
ーザーは、補助キーボードが可動である、より詳細には補助キーボード・ビューまたはウ
ィンドウ内でスライドできるという概念を与えられる。
【００２２】
　補助キーボード・ウィンドウはストリップ・ウィンドウを有していてもよい。いくつか
の好ましい実施形態では、ストリップ・ウィンドウは、仮想キーボードの境界に隣接して
、たとえば仮想キーボードの上方に配置される。あるいはまた、前記ストリップ・ウィン
ドウは前記ディスプレイ・スクリーンのエッジに沿っていてもよい。前記補助仮想キーボ
ードは、前記ストリップ・ウィンドウ内で長手方向に前後にスライド可能であってもよい
。ストリップ・ウィンドウは水平であっても垂直であってもよい。
【００２３】
　いくつかの好ましい実施形態では、ウィンドウ内で、補助キーボード・キーは、ストリ
ップ・ウィンドウの一端または各端における少なくとも一つのキーが部分的に可視である
よう表示される。よってこれも、ユーザーに、補助キーの仮想ストリップが可動である、
より詳細にはウィンドウ内でスライド可能であることを理解する手がかりを与える。これ
は、複数の完全なキーおよび少なくとも一つの部分的に可視のキーが表示されることを保
証するよう、キーの間の間隔（キー間ギャップ）を修正することによって、および／また
はキーの幅を修正することによって達成されてもよい。プロセッサは、ギャップおよび／
またはキー幅の修正を実装するよう構成されていてもよい。たとえば、前記コードは：
number_of_key_cells〔キー・セルの数〕＝floor(window_width〔ウィンドウ幅〕　/　ma
x_key_width〔最大キー幅〕);
if　(extra_keys_to_left〔左に追加キーあり〕)　number_of_key_cells+=0.5;
if　(extra_keys_to_right〔右に追加キーあり〕)　number_of_key_cells+=0.5;
key_cell_width〔キー・セル幅〕＝window_width　/　number_of_key_cells;
　キー・セル幅は、エッジでの部分的なキーを許容するために、max_key_widthより小さ
くてもよい。
【００２４】
　あるいはまた、プロセッサは次のコードを実装してもよい。
fractional_key_width〔キー幅割合〕＝0.4;
number_of_whole_keys〔完全キーの数〕＝floor(window_width　/　max_key_width);
number_of_visible_widths〔目に見える幅の数〕＝number_of_whole_keys＋2*fractional
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_key_width;
key_cell_width〔キー・セル幅〕＝window_width　/　number_of_visible_widths;
　換言すれば、プロセッサは、部分的なキーで埋められても埋められなくてもよいウィン
ドウの各端におけるギャップを設定するプロセッサ制御コードを実装してもよい。これら
のギャップの設定は、ウィンドウ内のキーの目に見える幅の数を決定する。このようにし
て、キーの大きさはアルゴリズムによって変更されない。ギャップは、キー幅割合かける
key_cell_widthとして計算されうる。
【００２５】
　関係する側面では、タッチ感応性デバイスのディスプレイ・ビュー上の仮想キーボード
に一組の追加的なキーを提供する方法であって、前記仮想キーボードと一緒に前記追加的
なキーを表示するためのウィンドウを提供する段階と、前記ウィンドウ内に前記一組の追
加的なキーの部分集合を、ストリップをなすキーボード・アクセサリーとして表示する段
階であって、前記ウィンドウは前記ストリップの部分的なビューを表示する、段階と；前
記ディスプレイ上のユーザーのタッチに応答して前記ウィンドウ内で前記リボンをスクロ
ールして、前記部分的なビューを変更し、表示される前記キーの前記部分集合を変更する
段階と、前記追加的なキーのタッチされた表示された一つからのユーザー入力を受け取る
段階とを含む、方法が提供される。
【００２６】
　前記補助キーは前記仮想キーボード上のキーと関連して押圧されるキーであってもよく
、当該方法は、前記検出された補助キー押圧に応答して、前記仮想キーボード上のキーの
キー押圧を修正することを含んでいてもよい。
【００２７】
　ここでもまた、いくつかの好ましい実施形態では、補助キーの部分的な画像が前記スト
リップ・ウィンドウの一端において可視である。また、修正子キーの線形ストリップがス
クロールできることの理解に向けてユーザーに手がかりを与えるために、諸実施形態にお
いて、修正子キーのストリップは、最初に表示されるとき、ストリップ・ウィンドウ中に
スクロールされてはいる。
【００２８】
　本発明はさらに、タッチスクリーン・デバイスのタッチスクリーン上で補助仮想キーボ
ードを実装するための、前記タッチスクリーン・デバイスのためのプロセッサ制御コード
を担持するデータ担体であって、前記デバイスは、タッチおよびジェスチャー検知および
画像表示機能を提供するよう構成されたオペレーティング・システムを有し、前記デバイ
スは：タッチ感応性ディスプレイ・スクリーンおよび不揮発性メモリに結合されたプロセ
ッサを有し、前記不揮発性メモリは、プロセッサ制御コードおよび一組の補助キーおよび
該補助キーの補助キー・レイアウト・マップの画像を定義するデータを記憶しており、
　前記プロセッサ制御コードは：
　前記オペレーティング・システムから、補助仮想キーボードが前記タッチスクリーン上
に表示されるべきであるという信号を受信する段階と；
　前記補助キーボードが補助キーのストリップとして表示されるべきである補助キーボー
ド・ウィンドウの大きさを決定する段階と；
　前記オペレーティング・システムに、前記補助キーの部分集合がユーザーに対して表示
されるよう、前記ウィンドウ内に前記補助仮想キーボードの部分的なビューを表示するよ
う指示する段階であって、前記補助仮想キーボードは、前記補助キーの異なる部分集合を
表示するための前記補助仮想キーボードの前記部分的なビューを変更するためのユーザー
入力に応答してスクロール可能である、段階と；
　前記オペレーティング・システムからタッチ・データを受領する段階と；
　前記タッチ・データを、前記補助キー・レイアウト・マップを使って前記補助キーボー
ドのキーにマッピングしてタッチされた補助キーを識別する段階と；
　前記識別されたタッチされた補助キーに依存して前記オペレーティング・システムに応
答を与える段階とを実行するよう構成されたコードを含む、
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データ担体が提供される。
【００２９】
　本発明はさらに、上記のシステムおよび方法を、たとえば汎用コンピュータ・システム
上でまたはデジタル信号プロセッサ（DSP:　digital　signal　processor）上で実装する
ためのプロセッサ制御コードを提供する。前記コードは、ディスク、CD-ROMまたはDVD-RO
M、不揮発性メモリ（たとえばフラッシュ）もしくは読み出し専用メモリ（ファームウェ
ア）のようなプログラムされたメモリのような担体上で提供されてもよい。本発明の諸実
施形態を実装するためのコード（および／またはデータ）は、Cまたはアセンブリー・コ
ードのような通常のプログラミング言語（インタープリター式またはコンパイル式）での
ソース、オブジェクトまたは実行可能コードを含んでいてもよい。当業者は認識するであ
ろうが、そのようなコードおよび／またはデータは、互いに通信する複数の結合されたコ
ンポーネントの間に分散されていてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
　本発明は、例として以下の図面によって図的に示される。
【図１】タッチ感応性デバイスの構成要素のブロック概略図である。
【図２】タッチ感応性デバイスのオペレーティング・システムのフレームワークと補助キ
ーボード・アプリケーションとの間の対話を示すフローチャートである。
【図３ａ】ポートレート・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キーボ
ードの第一の部分的なビューおよびキーボードを示すスクリーンショットである。
【図３ｂ】ランドスケープ・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キー
ボードの第一の部分的なビューおよびキーボードを示すスクリーンショットである。
【図４ａ】ポートレート・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キーボ
ードの第二の部分的なビューおよびキーボードを示すスクリーンショットである。
【図４ｂ】ランドスケープ・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キー
ボードの第二の部分的なビューおよびキーボードを示すスクリーンショットである。
【図４ｃ】ポートレート・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キーボ
ードの第三の部分的なビューおよびキーボードを示すスクリーンショットである。
【図５ａ】ポートレート・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キーボ
ードの代替的な部分的なビューを示すスクリーンショットである。
【図５ｂ】ポートレート・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キーボ
ードの代替的な部分的なビューを示すスクリーンショットである。
【図５ｃ】ランドスケープ・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キー
ボードの代替的な部分的なビューを示すスクリーンショットである。
【図５ｄ】ランドスケープ・モードのアイフォーン（登録商標）上に表示される補助キー
ボードの代替的な部分的なビューを示すスクリーンショットである。
【図６ａ】ランドスケープ・モードのアイパッド（登録商標）上に表示される補助キーボ
ードの部分的なビューおよびキーボードを示すスクリーンショットである。
【図６ｂ】ランドスケープ・モードのアイパッド（登録商標）上に表示される補助キーボ
ードの部分的なビューを示すスクリーンショットである。
【図６ｃ】ポートレート・モードのアイパッド（登録商標）上に表示される補助キーボー
ドの部分的なビューおよびキーボードを示すスクリーンショットである。
【図６ｄ】ポートレート・モードのアイパッド（登録商標）上に表示される補助キーボー
ドの部分的なビューを示すスクリーンショットである。
【図７】補助キーボードをもつモバイル・デバイスのポートレート・モードでの概略図で
ある。
【図８】ａないしｃは、補助キーボードのアニメーションを例解する図である。
【図９】ａおよびｂは、二つの代替的なキーボード・アクセサリーの概略図である。
【図１０】ａおよびｂは、二つのさらなる代替的なキーパッド・アクセサリーの概略図で
ある。
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【図１１】ａおよびｂあ、二つの代替的な第二のキーパッド・アクセサリーの概略平面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図１は、補助仮想キーボードを実装するよう構成されたタッチスクリーン・デバイスの
ブロック要素を示している。本デバイスは、タッチ感応性ディスプレイ・スクリーン２２
に結合されたプロセッサ２０を有する。プロセッサは、タッチ検知、ジェスチャー検知お
よび画像表示機能を提供するよう構成されているオペレーティング・システムのためのコ
ードを記憶する不揮発性メモリ２６を有する。
【００３２】
　プロセッサ２０は、通信インターフェース３０を通じて他のデバイス、たとえばアプリ
ケーション・ストア３２に接続されている。アプリケーション・ストア３２は、本デバイ
スでアプリケーションを実装するためのプロセッサ制御コードを有するさまざまなアプリ
ケーションを記憶する。これらのアプリケーションは、インターネットを通じてダウンロ
ードされてもよい。ダウンロードされたアプリケーションは、オペレーティング・システ
ムのコードを記憶する不揮発性メモリ２６とは別個に示されている不揮発性メモリ２８に
記憶されてもよい。これらの不揮発性メモリ・コンポーネントは一緒にして設けられても
よいことは理解されるであろう。ダウンロードされたアプリケーションは、本デバイス上
で該アプリケーションを実行するためのプロセッサ制御コード、一組の補助キーの画像を
定義するデータおよび補助キーの補助キー・レイアウト・マップを含む。
【００３３】
　プロセッサは、オペレーティング・システムをもつリモート・デバイス２１にも接続さ
れる。リモート・デバイス２１は、リモート・コンピュータまたはシステムであってもよ
く、タッチスクリーン・デバイスのプロセッサは前記リモート・コンピュータまたはシス
テムを制御するよう構成されていてもよい。換言すれば、プロセッサ２０に接続されたタ
ッチ感応性ディスプレイ２２上での動作が、リモート・デバイス２１における応答を開始
するのである。リモートとは、タッチスクリーン・デバイスとは物理的に分離されたデバ
イスを意味する。
【００３４】
　図２に示されるように、アプリケーションからのプロセッサ制御コードは本デバイスの
フレームワーク（オペレーティング・システム）制御コードと相互作用して、キーボード
と並行して補助仮想キーボードを実装する。ステップＳ１０２では、キーボードがオペレ
ーティング・システムによって起動される。起動は自動であってもよい。たとえば、ユー
ザーが本デバイスのテキスト・フィールドにアクセスすることによってであってもよい。
あるいはまた、起動は、ユーザーがデバイス上のボタンを押すことによる手動であっても
よい。あるいはまた、起動は単に、デバイスのスイッチが入れられたときに行われるので
あってもよい。キーボードが起動されるという信号がオペレーティング・システムから送
られる。ステップＳ１０４では、アプリケーションは配向データ（すなわち、デバイスが
ポートレート・モードにあるかランドスケープ・モードにあるか）、キーボード寸法およ
びキーボードのアニメーションを含む、デバイスからの詳細を取得する。
【００３５】
　ステップＳ１０６では、アプリケーションは、補助キーボードの共同アニメーション化
を決定するために、アプリケーションのXMLファイル内の情報と一緒に前のステップで集
められた情報を使う。XMLファイルは、アクセサリー中に現れる記号およびテキストを含
む。これはアクセサリーが実現される前に読まれる。アクセサリー・キーの数、視覚的外
観および機能は完全にXMLファイルによって決定される。受信されたデータは、この情報
と組み合わせて、補助キーボード・ビューの大きさおよび配向を決定するために使われて
もよい。ステップＳ１０８では、補助キーボードの共同アニメーションがデバイスに送ら
れる。それにより、オペレーティング・システムは、キーボード・ビュー内に、キーボー
ドと、補助キーボード・ビューの部分的なビューとを表示するよう指示される。
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【００３６】
　オペレーティング・システムは、ステップＳ１１２において、デバイス上のタッチを検
出し、タッチ・データを決定する。タッチ・データは、キーボード上でどのキーが押され
たか（もしいずれかが押されたとすれば）を示す値を、補助キーボード上でどのキー（単
数または複数）が押されたかを示す値と一緒に含む。補助キーボード中の各キーは、互い
とは独立に、またいかなる標準的なキーボードのキーとも独立に押されてもよい。しかし
ながら、補助キーが、アクセサリー上または標準キーボード上のキーの値を修正する修正
子キーである場合には、タッチ・データは、押下されたすべてのキーの値を示す。修正子
キーは必ずしも他のキーと同時に押される必要はなく、修正子キーが生じさせる状態変化
は持続的であってもよい。たとえばキャップスロックまたはナンバーロック。ステップＳ
１１４では、タッチされた補助キー（単数または複数）を識別するために、アプリケーシ
ョンは、この受領されたタッチ・データを、補助キーのレイアウトを示すXMLマップ・フ
ァイルにマッピングする。ステップＳ１１６では、識別されたタッチされた補助キーに基
づくキー・コマンドが処理のためにオペレーティング・システムに返送される。
【００３７】
　大きさの制約のため、補助キーボードの一部のビューしか表示されない。よって、他の
表示されないキーにアクセスできるようにするため、補助キーボードは、キーボートに対
して可動になっている。補助キーボードは、スクリーン上の検出されたジェスチャーまた
は他のタッチ入力によって動かされる。ステップＳ１１８では、ジェスチャー（通例はス
クロールを示すためのスライド動作）は、オペレーティング・システムによって検出され
、その動作を定義するジェスチャー・データがアプリケーションに送られる。ステップＳ
１２０では、補助キーボードの異なる部分が見えるよう、補助キーボードが補助キーボー
ド・ビュー内でスクロールされる。異なるビューを定義するデータがオペレーティング・
システムに返送される。
【００３８】
　図３ａから図５ｄは、補助キーボードがどのようにしてアイフォーン（登録商標）上で
実装されうるかを示している。図３ａから図４ｂでは、アイフォーン（登録商標）は、ア
ルファベットの文字を含む標準的なキーボード４４と、その標準的なキーボードを数字お
よび記号を含むものに切り替えるための数字ボタン５０とを有している。補助キーボード
４２は、シフト（shift）、Ctrl、Alt、Del、カーソル・キー、機能キーなどを含む補助
キー４０の線形のストリップである。それらのキーの部分集合がキーボード４４の上のス
トリップ・ウィンドウに表示される。このストリップ・ウィンドウが補助キーボード・ビ
ューである。さらなるキーにアクセスするために補助キーボードがスクロール可能である
ことをユーザーに示すための二つの視覚的な手がかりがある。アニメーション（図８のａ
ないしｃ参照）では、補助キーの線形のストリップがキーボードの上の位置に「飛んでい
く」。補助キーボードがスクロールできることを示す部分的なキー４８もある。たとえば
、図３ａに示されるように、「Del」キーの隣のキーは部分的にしか示されておらず、右
にあるキーにアクセスするために補助キーボードがスクロールされうることを示している
。そのような部分的に表示されるキーを押すことが、標準的なスクロール・ジェスチャー
への代替として、スクロール動作をトリガーしてもよい。同様に、図４ａにおいて、スト
リップ・ウィンドウの両側にあるキーは部分的なキーになっており、補助キーボードが両
方の方向にスクロールされうることを示している。
【００３９】
　図３ａおよび図４ａのポートレート・モードでは、四つまたは五つの完全な補助キーし
か見えていない。同様に、図４ｃでは、最後の五つの完全な補助キーが示されている。対
照的に、補助キーボードの同様のセクションを示す図３ｂおよび図４ｂのランドスケープ
・モードでは、七つの完全なキーが見えている。補助キーはギャップによって離間されて
おり、図３ｂおよび図４ｂにおいてより明瞭に示されるように、二つのサイズのギャップ
がある。より大きなギャップは、補助キーがグループ化される部分集合を示す。たとえば
、図３ｂでは、「シフト、Ctrl、Alt、アップル・キー」がグループをなし、図４ｂでは
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「上、下、左および右矢印」がグループをなす。
【００４０】
　図５ａ～５ｄは図３ａないし図４ｃの実施形態に対する、キーボードなしで補助キーボ
ードが表示される変形である。この構成では、補助キーボードはマウス機能を補足するた
めに使われる。補助キーボードの表示および処理は、図２の補助キーボードと同様だが、
ステップＳ１０２はマウス・コントロールのアクティブ化に置き換えられ、キーボードお
よび補助キーボードの共同アニメーション／共同表示を補助キーボードおよびマウス・コ
ントロール（たとえばマウス・ポインタ）で置き換える同様の変更をする。この場合、標
準的なキーボード上のキーに関するタッチ・データはなく、修正されたキー値が単独で処
理されるまたは、任意的に、他の画面上アクセサリー（たとえばマウス・ポインタ）と組
み合わせて使われる。以前と同様、補助キーボードは、ストリップ・ウィンドウの形のデ
ィスプレイ・アクセサリー・ビューにおいて表示され、補助キーの一部のみが見える。ス
トリップ・ウィンドウはディスプレイの下部に位置されているが、たとえばディスプレイ
の側部に縦に置かれるなど、異なる位置や配向であってもよい。
【００４１】
　図６ａ～６ｄは、アイパッド（登録商標）上で表示される補助キーボードを示している
。図６ａおよび６ｃでは、補助キーボードはキーボードと一緒に示され、図６ｂおよび６
ｄでは、補助キーボードはキーボードなしで示されている。アイパッド（登録商標）はア
イフォーン（登録商標）より大きなデバイスである。よって、ランドスケープ・モード１
３では、完全な補助キー４０が見え、ポートレート・モード１０では完全な補助キー４０
が見える。より多くのキーが見えると、キーの諸セット５４へのグループ分けがより明瞭
に見える。ここでもまた、部分的なキー４８が示されている。もっとキーがあり補助キー
ボードがスクロール可能であることの視覚的な手がかりである。
【００４２】
　図７は、汎用携帯機器上の補助キーボードを示す概略図である。補助キーボードは、デ
バイスのディスプレイ・スクリーン５８上のキーボード４４の上方にストリップ・ウィン
ドウ４７において表示される。ストリップ・ウィンドウは、アプリケーションによって定
義されるがオペレーティング・システムによって提供されるスクローリング・コンテナで
ある。ストリップ・ウィンドウ４７の上方にアプリケーション・ウィンドウ・フレームが
あり、デバイスの上部にステータス・バーがある。補助キーボードは線形ストリップに配
置された複数のキー４０を有する。図のように、六つの完全なキーと一つの部分的なキー
４８がストリップ・ウィンドウ４７内に見えている。キーは諸グループ５４（この場合、
三つのキーからなるグループ）をなして配列される。補助キーボードのスクロールを制御
し、補助キーボードが諸グループの始まりにスナップ・ロックすることを保証するマーカ
ー５６がある。補助キーボード上には、この携帯機器上で見えていないいくつかの他のキ
ー４９がある。上で説明したように、補助キー４８は、これらのキーがスクロールにより
利用可能となることの視覚的な手がかりである。
【００４３】
　図８のａ～ｃは、補助キーボードがスクロール可能であることの別の視覚的手がかりを
示している。図８ａに示されるようにたとえばデバイス自身の起動またはキーボードの起
動に続いて補助キーボードが最初にアニメーション化されるとき、ストリップ・ウィンド
ウ内には何のアクセサリーも見えない。図８のｂでは、補助キーボードは、矢印で示され
る方向にスライドして視野にはいってくる。図８のｃは、アニメーションが完了し、スト
リップ・ウィンドウが補助キーボード上のキーで満たされるときの最終段階を示している
。
【００４４】
　図９のａは、図７の補助キーボードの概略図である。補助キーボードは、キーボード４
４の上方の水平のストリップ・ウィンドウ内に位置される。ストリップ・ウィンドウは、
ディスプレイ・スクリーンのほぼ半分まで上がったところにある。図９のｂは、キーボー
ド４４の一方の側部にある縦のストリップ・ウィンドウ内に表示されている代替的な補助
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て延在し、よって、図９のａに示した構成よりも多くのキーが見える。どちらの配置でも
、補助キーボードは諸キーの線形のストリップであり、一時には、それらのキーのうち部
分集合のみが見える。補助キーボードはその長軸に沿って（すなわち、長手方向に）前後
にスクロール可能であり、補助キーボードの部分ビューを変更し、よってディスプレイ・
スクリーンの、見えるキーの部分集合を変更する。
【００４５】
　図１０のａおよびｂの構成では、補助キーボード４２のキーの線形ストリップが連続的
なループになっている。図９のａおよびｂのように、キーの部分集合７４だけがディスプ
レイ・スクリーン上のストリップ・ウィンドウ内に見える。さらなるキー７２が利用可能
だが、視界の外にあり、スクリーン外のループ・セクションをなしている。この補助キー
ボードもその長軸に沿って（すなわち、長手方向に）前後にスクロール可能であり、補助
キーボードの部分ビューを変更する。しかしながら、図９のａおよびｂの構成とは対照的
に、線形ストリップには端がなく、よって部分ビューを一方向だけにスクロールすること
によって変更することができる。図１０のａでは、ストリップ・ウィンドウは水平方向に
配置され、図１０のｂでは、ストリップ・ウィンドウは垂直方向に配置されている。
【００４６】
　図１１のａおよびｂは、キーボードなしに第二の補助キーボード６２の使用を示してい
る。いずれの図でも、一次補助キーボード４２（これは、上記のキーボード・アクセサリ
ー、たとえば線形ストリップまたはループのいずれであってもよい）上の特定のキー６４
のアクティブ化が、二次補助キーボードのアニメーションをトリガーする。二次補助キー
ボードは、アクティブ化されたキーに最も一般的に関連付けられる諸キーを表示する。（
たとえば、Ctrlが押される場合、二次補助キーボードは「C」「V」「X」を表示してもよ
い。）図１１のａでは、二次補助キーボードは補助キーボードの下の水平方向のストリッ
プ・ウィンドウに表示される。図１１のｂでは、二次補助キーボードは、垂直方向の補助
キーボードに隣接する垂直方向のストリップ・ウィンドウ内に表示される。
【００４７】
　当業者には他の多くの効果的な代替が思いつくことは間違いない。本発明は記載された
実施形態に限定されるのではなく、付属の請求項の精神および範囲内にはいる当業者に明
白な修正をも包含することは理解されるであろう。
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【要約の続き】
ウの大きさを決定する段階と；前記オペレーティング・システムに、前記補助キーの部分集合がユーザーに対して表
示されるよう、前記ウィンドウ内に前記補助仮想キーボードの部分的なビューを表示するよう指示する段階であって
、前記補助仮想キーボードは、前記補助キーの異なる部分集合を表示するための前記補助仮想キーボードの前記部分
的なビューを変更するようユーザー入力に応答してスクロール可能である、段階と；前記オペレーティング・システ
ムからタッチ・データを受領する段階と；前記タッチ・データを、前記補助キー・レイアウト・マップを使って前記
補助キーボードのキーにマッピングして、タッチされた補助キーを識別する段階と；前記識別されたタッチされた補
助キーに依存して前記オペレーティング・システムに応答を与える段階とを実行するよう構成されるようなものであ
る。
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